
教 育 委 員 会 だ よ り
　
７
月
４
日
（
土
）
に
夷
王
山

周
辺
に
お
い
て
、
コ
シ
ャ
マ
イ

ン
慰
霊
祭
実
行
委
員
会
主
催
の

も
と
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
慰
霊
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
松
前
藩
の

歴
史
書
『
新
羅
之
記
録
（
シ
ン

ラ
ノ
キ
ロ
ク
）』
に
記
さ
れ
た
、

ア
イ
ヌ
と
和
人
の
初
め
て
の
大

き
な
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
首
長

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
ア
イ
ヌ
や
和

人
と
い
っ
た
隔
た
り
無
く
弔
う

も
の
で
す
。

　
慰
霊
祭
は
、
１
９
９
３
年
に

国
連
の
『
世
界
の
先
住
民
族
の

国
際
年
』
と
宣
言
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
夷
王
山
で
ア

イ
ヌ
式
の
儀
式
（
慰
霊
）
に

よ
っ
て
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
霊

を
慰
め
、
北
海
道
の
地
で
共
生

し
て
い
こ
う
と
は
じ
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
儀
式
は
、
は
じ
め
に
祭
壇
に

あ
る
イ
ナ
ウ
（
木
で
出
来
た
、

カ
ム
イ
の
代
わ
り
の
木
幣
）
に

祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

　
次
に
死
後
の
世
界
と
こ
の
世

の
世
界
を
結
ぶ
、
火
の
カ
ム

イ
（
神
様
に
近
い
意
味
）
へ
イ

ク
パ
ス
イ
を
使
っ
て
祈
り
を
捧

げ
、
こ
の
世
の
弔
い
の
言
葉
や

供
物
を
あ
の
世
へ
届
け
て
も
ら

い
ま
す
。

　
最
後
に
、
自
分
の
先
祖
に
対

し
て
、
自
分
の
言
葉
や
供
物

（
半
分
は
、
自
分
の
口
に
含
み
、

半
分
は
先
祖
へ
捧
げ
る
）
を
火

の
カ
ム
イ
に
届
け
て
も
ら
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
、
対
立
構
造
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
上
ノ
国
町
で
の
発
掘
調
査

の
結
果
で
は
、
ア
イ
ヌ
と
和
人

が
勝
山
館
で
、
共
に
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
の
共
生
の

歴
史
は
、
勝
山
館
跡
ほ
か
各
文

化
財
施
設
に
お
い
て
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
行
す
る
東

日
本
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
す

る
新
幹
線
車
内
紙
「
ト
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
」（
８
月
号
）
に
上

ノ
国
町
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
白
老
町
の
ウ
ポ
ポ
イ

の
開
業
（
７
月
１２
日
）
に
合
わ

せ
た
ア
イ
ヌ
の
特
集
記
事
の
中

で
、
当
町
の
ア
イ
ヌ
と
和
人
が

共
生
し
た
歴
史
・
文
化
が
遺
跡

の
出
土
品
と
共
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
」
は
、

新
幹
線
「
は
や
ぶ
さ
」
の
座
席

ポ
ケ
ッ
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
新
幹
線
に
ご
乗
車
の

際
に
は
是
非
お
手
に
取
っ
て
ご

覧
下
さ
い
。

　
ま
た
、
特
集
記
事
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

祭壇（左後方）へ祈りを捧げ、火のカムイへ供物と祈りを捧げます

祈りを捧げた供物（お酒）をトゥキ（杯）でいただきます

自分の先祖へも祈りを捧げます

平
和
と
共
生
を
求
め
て
～
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
慰
霊
祭
～

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
車
内
紙
に

上
ノ
国
町
が
紹
介
さ
れ
る
。
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